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（実績）製品化学物質に係るサプライチェーンマネジメント 

概要 

化学物質に対する法規制は、2000年以降、欧米を中心に、化学品だけでなく成形品や特定の製品のライフサイク

ルを踏まえた規制などに拡大しています。 

 

成形品や特定の製品のライフサイクルを踏まえた規制の広がり（例） 

輸出先国の製品含有化学物質規制に対応するためには、製品に含有する化学物質を把握する必要があります。分業

によるものづくりでは、川上企業から川下企業のサプライチェーンを通じて組み立てられていくため、サプライチェ

ーン全体で、製品含有化学物質情報を伝達していく必要があります。 

規制対象の化学物質は頻繁に追加されたり、新たな規制が導入されますので、事業者は規制をウォッチし、自社の

供給する製品含有化学物質の情報を常に更新するなど、法令遵守のために多大な労力が必要となっています。 

また、サーキュラーエコノミーに向けては、資源循環を進めるための情報（材料、リサイクル材使用率や、リサイ

クルを阻害する物質の含有情報など）や、動脈だけでなく静脈を含めた情報伝達が必要になってきます。サプライチ

ェーン全体のマネジメントもより強く求められていきます。 

 

組立製品のサプライチェーン 
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当社では、サプライチェーンでの製品含有化学物質情報伝達スキームの構築、製品含有化学物質管理に関する規格

策定、海外の製品含有化学物質規制調査などを実施しています。また、それらの知見を民間企業に展開し、企業の製

品含有化学物質管理コンサルティングやサプライヤ教育などを実施しています。 

・製品含有化学物質情報 伝達スキーム chemSHERPAの構築と運用支援 

・製品含有化学物質管理体制の構築支援 
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近年の実績 

＜官公庁等の受託業務＞ 

・ 情報伝達の標準化と応用に関する調査（経済産業省 2013年~2015年） 

・ 情報伝達スキームの普及戦略に関する調査（経済産業省 2017年） 

・ 情報伝達スキームの国際普及に関する調査（経済産業省 2018年） 

・ chemSHERPAツール物質リスト作成および外部リスト等維持管理（社団法人 2016年~2019年） 

・ chemSHERPA外部リスト等維持管理（社団法人 2020年~） 

・ ルール形成戦略に関する調査研究（製品含有化学物質の情報伝達方式に関する調査研究）(経済産業省 2020年) 

・ chemSHERPAに関する解説書の制作委託（独立行政法人 2021年） 

・ 化学物質管理に関する新たな情報伝達スキームの構築に向けた調査（経済産業省 2023年） 

・ chemSHERPA実務者講座（2012年~2019年） 

＜民間コンサル業務＞ 

15年以上にわたり、製品含有化学物質管理のコンサルティング業務を実施しており、多数の実績を有していま

す。 

実績のある製品分野：自動車、自動車部品、電気電子機器、化学品、産業機械、農業機械、舶用部品、医療機

器、電気電子機器試験装置、半導体製造装置、住宅設備など 

お客さまの製品含有化学物質管理への取り組みの考え方や実施状況、課題、ご要望に応じた形で支援しており、下

記を含む多様な実績を有します。 

・ 製品含有化学物質管理の体制構築支援コンサルティング 
・ グリーン調達ガイドラインの改訂検討の支援コンサルティング 
・ 製品含有化学物質に関わる法規制等の情報提供 
・ 化学物質サプライチェーン管理体制構築 
・ 製品含有化学物質管理推進支援コンサルティング 
・ 製品含有化学物質管理および情報伝達に関する社内教育・サプライヤ教育支援 

対外情報発信 

・ 製品含有化学物質管理の「再確認」(2019) 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/reports/H26_sc_tyousa1.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/reports/H29_chemSHERPA1.pdf
https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2020FY/000686.pdf
https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2023FY/000164.pdf
https://www.mizuho-rt.co.jp/publication/contribution/2019/chemicalmanagement1906_01.html
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製品含有化学物質情報伝達スキーム chemSHERPAの構築と運用支援 

川上から川下までものづくりのサプライチェーンに関わる多くの事業者とともに、製品含有化学物質情

報伝達スキーム chemSHERPAを構築しました（2013年度～2015年度、経済産業省委託）。 

chemSHERPAでは製品含有化学物質の情報伝達のルール、書式、共通の管理対象物質リストを定めて

います。それにより、サプライチェーン全体の事業者の情報伝達に係る負担の軽減、効率化ならびにサプ

ライチェーン全体の化学物質管理の質の向上を目指しています。 

chemSHERPAは、2016年度にアーティクルマネジメント推進協議会(JAMP)にて運用を開始しまし

た。当社は、運用開始以降、データ作成支援ツールの高度化や物質リストの維持・更新、製品含有化学物

質管理ガイドラインの整備、国内外での講習会の開催等、様々な形で chemSHERPAの普及を支援してい

ます。 

 

製品含有化学物質情報伝達スキーム chemSHERPAの概要 
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製品含有化学物質管理体制の構築支援 

お客さまの製品や取引先の業界の状況、これまでの取り組みなどを踏まえ、お客さまの自律的管理と継続的

な維持改善が可能な仕組みの構築を支援しています。一般的なステップは以下の通りです。 

 

製品含有化学物質管理体制の構築支援のステップ 
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